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低所得高齢単身女性問題学習会 
 

寸劇で訴え、大いに盛り上がる 
 

退
職
者
連
合
は
、
五
月
二
六

日(

火) 

午
後

1

時
か
ら
、
都

内
・
千
代
田
区
に
あ
る
連
合
会

館
で
会
員
な
ど
九
八
名
が
参
加

し
て
今
年
で
三
回
目
と
な
る
低

所
得
高
齢
単
身
女
性
問
題
学
習

会
を
開
き
ま
し
た
。
学
習
会
で

は
、「
住
む
家
が
な
い
」
な
ど
低

所
得
高
齢
単
身
女
性
が
日
々
の

暮
ら
し
の
中
で
直
面
し
て
い
る

様
々
な
問
題
を
掘
り
起
こ
す
と

と
も
に
、
解
決
に
向
け
て
退
職

者
連
合
男
女
平
等
参
画
委
員
会

の
吉
沢
弘
久
委
員
長(

副
会
長)

が
、
国
や
自
治
体
へ
の
政
策
・

制
度
要
求
と
し
て
「
継
続
し
て

取
り
組
も
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

 

学
習
会
で
は
、
弁
護
士
の
渥
美

雅
子
さ
ん
が
講
演
。
渥
美
弁
護
士

は
「
脱
エ
イ
ジ
ン
グ
・
プ
ア
花
咲

爺
・
婆
に
な
る
為
の
い
ろ
は
カ
ル

タ
」
と
題
し
て
、
高
齢
者
の
生
き

甲
斐
づ
く
り
や
老
老
介
護
、
オ
レ

オ
レ
詐
欺
、
孤
独
死
な
ど
、
高
齢

者
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
を

指
摘
し
ま
し
た
。ま
た
認
知
症

問
題
で
は「
妻
が
目
を
離
し
た

隙
に
認
知
症
で
徘
徊
症
状
の

あ
っ
た
夫
が
外
出
し
て
電
車

に
は
ね
ら
れ
死
亡
し
、
遺
族
が

損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
た
愛

知
の
列
車
事
故
に
つ
い
て
、
家

族
に
責
任
を
持
た
せ
る
の
で

な
く
、社
会
全
体
で
支
え
合
う

こ
と
が
必
要
」
と
抜
本
的
な
対

策
の
必
要
性
を
語
り
ま
し
た
。 

ま
た
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
熊
崎
清
子
副
委
員

長(

幹
事)

が
「
子
ど
も
の
貧
困

と
高
齢
者
の
貧
困
な
ど
社
会

問
題
と
し
て
認
識
が
深
ま
っ

て
お
り
、
そ
の
要
因
は
日
本
の

▲（上）学習会で講演する渥美弁護士。写真

（中）（右）（下）は、寸劇を演じる退職者連合男

女平等参画委員会のメンバー。会場を大いに

沸かせた（5月26日、連合会館３階）。 

認
知
症
対
策
は
、
社
会
全
体
で
支
え
合
う
こ
と
（
渥
美
弁
護
士
） 

 

▲家事に協力しない夫を演じる吉

沢委員長。（５月26日、連合会館） 

http://tr.jtuc-rengo/
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経
済
状
況
と
不
平
等
、
格
差
か
ら
生

じ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
退

職
者
連
合
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
直
視

し
て
、
政
府
、
政
党
へ
と
要
求
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
提
起
し
ま

し
た
。 

学
習
会
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

 

今
回
の
学
習
会
の
特
徴
は
、
二
つ
。

ひ
と
つ
は
、
連
合
と
の
連
携
が
深
ま

っ
た
こ
と
で
す
。
来
賓
と
し
て
あ
い

さ
つ
し
た
連
合
の
南
部
美
智
代
副
事

務
局
長(

総
合
男
女
平
等
局
担
当)

は

「
昨
年
一
○
月
に
開
い
た
連
合
中
央

女
性
集
会
で
、“
女
性
の
貧
困
を
考
え

る
”
と
い
う
テ
ー
マ
で
分
科
会
を
退

職
者
連
合
と
い
っ
し
ょ
に
取
り
組
ん

だ
。
日
々
の
活
動
の
中
で
も
現
・
退

一
致
の
運
動
を
し
て
行
き
た
い
」
と

強
調
し
ま
し
た
。 

 

も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
れ
ま
で
会
を

重
ね
て
き
た
こ
の
学
習
会
で
初
め

て
、
男
女
平
等
参
画
委
員
会
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
寸
劇
が
行
わ
れ
、
会
場
を

大
い
に
盛
り
上
げ
た
こ
と
で
す
。
に

わ
か
づ
く
り
の
「
ビ
ッ
グ
・
ベ
ア
ー

劇
団
」
が
演
じ
た
の
は
、
低
所
得
高

齢
単
身
女
性
が
抱
え
る
年
金
、
生
活

保
護
、
認
知
症
問
題
な
ど
、
具
体
的

な
テ
ー
マ
を
題
材
に
、
退
職
者
連
合

の
政
策
・
制
度
要
求
の
内
容
を
わ
か

り
や
す
く
訴
え
、
運
動
の
浸
透
を
は

か
り
ま
し
た
。 

 

古
賀
会
長 

国
民
軽
視
の
安
倍
政
権
と
対
決
表
明 

退
職
者
連
合 

一
○
九
名
参
加 

 連合「STOP THE 格差社会! 5.27全国集会 

連
合
は
、
五
月
二
七
日

(

水)

一
八
時
三
○
分
か
ら
都

内
・
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

に
お
い
て
「STOP 

THE

格

差
社
会!

暮
ら
し
の
底
上
げ

実
現
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
三

弾
五
・
二
七
全
国
統
一
集
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
集
会
に

は
、
一
、
七
一
五
名
が
参
加
、

退
職
者
連
合
も
一
○
九
名
が

結
集
し
ま
し
た
。 

 

連
合
は
、
昨
年
末
か
ら
労
働
者
派
遣
法
改
悪
法
案
、

残
業
代
ゼ
ロ
・
過
労
死
促
進
法
案
な
ど
労
働
法
制
の

改
悪
阻
止
を
掲
げ
て
中
央
・
地
方
を
通
じ
て
「
全
国

統
一
行
動
」
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
集

会
は
、
そ
の
締
め
く
く
り
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
現
在
、
労
働
法
制
関
連
法
案
を
め
ぐ
っ
て
は
、

国
会
審
議
に
入
っ
て
お
り
、
山
場
を
迎
え
る
中
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。 主

催
者
あ
い
さ
つ
で
連
合
の

古
賀
伸
明
会
長
は
「
安
倍
政
権
の

強
引
な
政
治
手
法
で
安
全
保
障
、

労
働
者
派
遣
法
な
ど
強
引
に
進

め
よ
う
と
し
て
国
民
を
軽
視
し

て
い
る
。
連
合
は
、
生
涯
派
遣
で

低
賃
金
に
つ
な
が
る
法
案
は
廃

案
を
め
ざ
し
て
い
く
」
と
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
連
帯
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
民
主
党
の
枝
野
幸
男
幹
事
長

は
、
は
じ
め
に
衆
議
院
特
別
委
員

会
で
二
七
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た

安
保
法
制
問
題
の
議
論
に
ふ
れ

「
昨
日
、
今
日
と
（
委
員
会
審
議

の
）
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
。
う
そ

つ
き
総
理
と
内
閣
は
吹
っ
飛
ば

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
の
内
閣
は
意
図
的

に
（
解
釈
改
憲
を
）
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
」

と
批
判
し
ま
し
た
。
ま
た
労
働
者
派
遣
法
案
に

対
し
て
は
「（
安
倍
総
理
は
）
派
遣
法
は
労
働
者

の
た
め
に
な
る
と
堂
々
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の

矛
盾
、
う
そ
を
厳
し
く
追
及
す
る
」
と
訴
え
ま

し
た
。 

 
 （写

真
）阿
部
会
長
（左
）を
先
頭
に
力
強
く
団

結
が
ん
ば
ろ
う
！
を
す
る
退
職
者
連
合
の
参

加
者
。 

▲集会で決意を述べる連合の神津事務局長。 


